
いろいろな「関わり合い」から…
窪田 智

梅雨に入り、毎日曇天の空を見上げながら、早くスッキリ青空にならないかなぁと願っ
ていたら、記録に残るような暑さが続きました。このまま梅雨が明けてしまうのでしょう
か。
消防団のみなさんのご協力を得てきれいになったプールでは、水泳の授業が始まりまし

た。例年、気温・水温の関係で水泳時間の確保が難しい本校ですが、「今日は水泳できま
すか。」と、担任に尋ねる子供たちの姿が見られ、とても楽しみにしている様子が伝わっ
てきます。昨年度の自分の記録を超えようと、みんながんばっています。
早いもので、１学期も残すところ20日余りとなりました。１学期のまとめと振り返りを

しながら、夏休みや２学期の学びにつながるよう充実した日々を過ごしていきたいと思い
ます。

６月10日(金)に行われた「花いっぱい笑顔いっぱい活
動」で、花壇にいろいろな花の苗や球根を縦割りグルー
プごとに場所を決めて植えました。「いつ花が咲くのか
な。」「早く花が咲くといいな。」と子供たちの声が聞こ
えてきました。活動から２週間が過ぎ、マリーゴールド
の花が咲き始めました。他の花も順調に生長し大きくな
っています。夏休み前には、それぞれが花を咲かせるの
ではと期待しています。子供たちが花の配置を考えて植
えたので、どんな花壇になるのか楽しみです。
今回の活動は花壇づくりも目的ではありますが、異学

年で構成する集団での活動も大きな意味を持ちます。
本校の教育活動は「関わり合い」を重点としています。クラス内での関わり、学校内で

の関わり、他校児童との関わり、教職員、保護者、地域のみなさんとの関わり、たくさん
の「関わり合い」があります。全校児童15名の本校では、この「関わり合い」をどう設定
していくのかが重要だと考えています。特に今年度は、「主体的に関わっていける力」を
身に付けたい力としています。合同自然教室やフレンドシップデー、合同社会科見学など
の活動はすべて「関わり合い」を意図したものです。
校内ですと、いつものメンバーと思われがちですが、授業としての活動は遊びとはまた

違った一面が見られます。自分の立場や役割をそれぞれが感じ行動します。置かれた集団
の中で、どのように立ち振る舞い自己表現をしていくのか。本校児童にとってとても必要
な力といえます。この力が先に挙げた「主体的に関わる力」となるわけです。２学期以降
も、いろいろな人たちと関わる機会を設定していきます。その中で、子供たちがこの力を
少しずつ身に付け、自信を持って活動する姿が見られることを期待しています。

７日(木)に計画されているＰＴＡ全体会では、以前お知らせした通り保護者向けに「ネ
ット安全・安心講座」と題して、社会教育課の指導主事を招いての講演会を行います。同
内容の子供向け版を、同日５・６年生の児童にも実施します。
また、19日(火)、20日(水)は個別面談が計画されています。お子さんの１学期の様子と、

夏休みの過ごし方についてが話題の中心になるかと思います。お忙しい中とは存じますが、
よろしくお願いいたします。
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